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ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　
制
度
に
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
！

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
全
国
大
会
出
場
！

人
権
の
花
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

河
口
湖
畳
岩
の
草
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
11
日
に
精
進
小
学

校
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
人

権
の
花
運
動
（
主
催
・
県
人

権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
）
が
行
わ
れ
、
人

権
擁
護
委
員
か
ら
６
年
生

の
児
童
に
「
人
権
の
花
」
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

心
身
と
も
に
健
全
に
育
成

さ
れ
る
べ
き
青
少
年
期
に
、

子
ど
も
が
協
力
し
あ
い
な

が
ら
植
物
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
情

緒
を
よ
り
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
と
連

携
を
深
め
、
命
の
大
切
さ
や
相
手
へ
の
思
い
や
り
を
身

に
着
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
運
動
で
す
。
校

長
は
人
に
や
さ
し
く
す
る
こ
と
な
ど
当
た
り
前
の
こ
と

を
当
た
り
前
に
行
う
こ
と

の
難
し
さ
を
例
え
て
説
明
し
、

児
童
会
長
渡
辺
紗
希
さ
ん

は
「
花
を
大
切
に
育
て
思
い

や
り
を
も
っ
て
み
ん
な
で

協
力
し
て
生
活
し
て
い
き

た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
伝

え
ま
し
た
。
校
庭
か
ら
花
の

種
と
思
い
や
り
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
付
い
た
風
船
が
大

空
に
放
た
れ
ま
し
た
。

　
去
る
６
月
７
日
に
石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ

れ
た
、
第
26
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
（
主
催
・
日
本
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
）
山
梨
県
予
選

に
お
い
て
、
小
立
小
学
校
６

年
の
渡
辺
絢
音
さ
ん
・
渡
辺

紗
季
さ
ん
ペ
ア
が
女
子
の

部
で
優
勝
し
、
船
津
小
学
校

５
年
の
須
原
千
詠
さ
ん
・
廣

瀬
梨
乃
さ
ん
（
甲
府
）
ペ
ア

が
３
位
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
果
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
優
勝
か
ら
４
位
ま
で
の
チ

ー
ム
は
、
山
梨
県
の
代
表
と
し
て
８
月
上
旬
、
岐
阜
県
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
大
会
に
向
け
て
、

絢
音
さ
ん
・
紗
季
さ
ん
両
名
は
「
県
の
代
表
と
し
て
し
っ

か
り
自
覚
を
持
っ
て
、
１
試
合
で
も
多
く
勝
ち
た
い
で

す
。
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
の
奮
闘
に

も
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

み
な
さ
ま
よ
り
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

寄
附
者
　
（
敬
称
省
略
）

　
■
功
刀
　
功
　
（
東
京
都
小
金
井
市
）
　

　
■
功
刀
　
照
　
（
東
京
都
小
金
井
市
）

　
■
佐
野
　
政
勝
（
富
士
河
口
湖
町
）
　

　
■
渡
辺
　
和
彦
（
東
京
都
渋
谷
区
）

　
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
、
み
な
さ
ま
の
意
向
を

各
種
事
業
に
反
映
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
と
は

　
個
人
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
５
千
円
を
超
え
る

寄
附
を
行
っ
た
場
合
に
、
５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ

い
て
一
定
限
度
（
お
お
よ
そ
個
人
住
民
税
の
１
割
の
額
）

ま
で
は
個
人
住
民
税
と
所
得
税
を
あ
わ
せ
て
全
額
控
除

す
る
制
度
で
す
。

　
ご
寄
付
い
た
だ
け
ま
す
と
、
寄
附
金
の
受
領
証
を
添

え
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
所
得
税
の
還
付
と
個
人
住
民
税
の
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

○
基
金
の
状
況
（
平
成
20
年
度
）

　
環
境
保
全
事
業
　
3
4
0
0
0
0
円

　
子
ど
も
支
援
事
業
　
5
0
0
0
0
円

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
支
援
　
1
0
0
0
0
0
0
円

　
６
月
８
日
（
月
）
に
、
地
元
の

船
津
商
店
街
の
商
店
主
た
ち

が
中
心
と
な
り
船
津
地
区
の

活
性
化
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
る
冨
根
都
（
ふ
な
つ
）
ク

ラ
ブ
を
中
心
に
、
恒
例
と
な
っ

た
畳
岩
の
草
刈
り
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
草
刈
り
で
は
地
元

の
自
治
会
の
方
々
を
は
じ
め
、

河
口
湖
温
泉
旅
館
組
合
、
河
口
湖
観
光
食
堂
売
店
組
合
、

地
元
建
設
業
者
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
総
勢
60
人
を
越
え
る
人
数
で
作
業
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
畳
岩
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
ベ
ン
チ
や
東
屋
の
改
修
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小
立
少
年
野
球
が
全
国
大
会
へ
！

開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

船
津
ふ
れ
あ
い
館
が
オ
ー
プ
ン
。

が
町
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、

冨
根
都
ク
ラ
ブ
で
は
、
今

後
も
観
光
客
や
地
元
の
人

達
に
親
し
ま
れ
る
畳
岩
の

景
観
維
持
の
た
め
、
定
期

的
に
草
刈
り
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
一
緒
に
草
刈
り

に
協
力
し
て
も
ら
え
る
方

の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
20
日
、
第
29
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
兼

第
32
回
関

東
学
童
大

会
山
梨
県

予
選（
主
催
・

山
梨
県
野

球
連
盟
他
）

に
お
い
て
、

小
立
少
年

野
球
は
、
決

勝
戦
を
６

対
２
で
快

勝
し
、
み
ご

と
優
勝
の

栄
冠
を
手

に
し
ま
し
た
。

大
変
お
め

で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
優
勝
し

た
小
立
少

年
野
球
は
、

８
月
中
旬
に
東
京
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま

す
。
優
勝
の
報
告
に
来
た
ナ
イ
ン
は
必
勝
を
力
強
く
宣

言
し
て
い
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
の
健
闘
を
期
待
し
ま

し
ょ
う
。

　
６
月
１
日
、
船

津
地
区
の
大
池
に

「
船
津
ふ
れ
あ
い
館
」

が
完
成
、
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
い

ま
ま
で
屋
外
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
と

し
て
使
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
地
域

の
陳
情
を
受
け
、

幼
児
か
ら
高
齢
者

に
至
る
幅
広
い
年
齢
層
が
利
用
で
き
る
「
多
目
的
ふ
れ

あ
い
施
設
」
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
及
び
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
つ
く
り
の
場
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
中
、
健
康
と
福
祉
施
策
増
進
の
た
め
使
わ
れ
ま
す
。

季
節
や
天
候
に
と
ら
わ
れ
ず

多
目
的
に
利
用
が
で
き
、
観

光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
観
光
客

と
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て

も
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
施
設
概
要
は
、
鉄
骨
造
平

屋
建
、
約
５
９
０
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

１
面
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
ス

テ
ー
ジ
と
休
憩
室
な
ど
を
備

え
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
５
月
31
日
勝
山
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ

く
や
ホ
ー
ル
で
、
出

張
な
ん
で
も
鑑
定
団

in
富
士
河
口
湖
町
の

公
開
収
録
が
行
わ
れ
、

富
士
河
口
湖
町
が
紹

介
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
会
場
に

は
４
０
０
名
ほ
ど
の

観
覧
者
が
集
ま
り
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
お
宝
の
鑑
定
を
依
頼
す
る
方
々
6
名
が
選
ば
れ
、そ
れ

ぞ
れ
お
宝
に
ま
つ
わ
る
特
異
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
は
な
し
、

会
場
は
応
援
や
笑
い
声
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。な
か
に

は
、会
場
も
驚
く
お
宝
や
珍
品
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　
河
口
湖
畔
大
池
公
園
に
隣
接
す
る
、
北
原
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
北
原
照
久
さ
ん
も
鑑
定
者
と
し
て
登
場
し
、
お

も
ち
ゃ
な
ど
を
鑑
定
し
ま
し
た
。
当
日
の
様
子
は

7
月
14
日
（
火
）
午
後
８
時
54
分
か
ら
テ
レ
ビ
東
京
の
番

組
で
放
映
予
定
で
す
。
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町
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
道
路
に
面
し
た
個
人
所
有
の
宅
地
・
山
林
・
農
地
か
ら
、

小
枝
や
草
が
車
道
や
歩
道
ま
で
伸
び
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
道
路
に
は
み
出
し
た
小
枝
や
草
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
・

自
動
車
の
通
行
の
妨
げ
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
交
通
標
識
等

の
確
認
が
で
き
ず
、
交
通
事
故
の
原
因
と
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
ま
た
、
道
路
照
明
灯
や
防
犯
灯
の
明
る
さ
も
半
減
し
て

し
ま
い
ま
す
。
防
犯
・
交
通
安
全
の
た
め
に
道
路
に
面
し
た

土
地
所
有
者
の
方
は
、
定
期
的
な
樹
木
の
剪
定
・
草
刈
を
行

う
よ
う
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
建
設
課
72
‐
１
１
７
９

　
平
成
21
年
度
に
お
い
て
、
従
来
の
保
険
料
軽
減
措
置
（
均

等
割
の
７
割
、
５
割
又
は
２
割
軽
減
）
に
加
え
、
８
・
５
割
、

９
割
軽
減
（
被
保
険
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）
措
置
を
行

い
ま
す
。
詳
し
い
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送

さ
れ
ま
す
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
に
軽
減
額
等
が
記
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
７
月
か
ら
21
年
度
分
の
保
険
料
の
納
付
（
特
別
徴
収
者

を
除
く
）
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
20
年
度
分
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る

方
が
い
ま
す
。

　
納
付
が
確
認
出
来
な
い
場
合
、
保
険
証
を
お
渡
し
出
来

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
方
は
至
急
納

付
し
て
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
保
険
課
　
長
寿
医
療
担
当
　
℡
72-

６
０
２
６

道
路
を
快
適
に
利
用
す
る
た
め
に

長
寿
医
療
制
度
に
お
け
る
保
険
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て

長
寿
医
療
制
度
保
険
料
（
平
成
２０
年
度
分
）
の

納
め
忘
れ
に
つ
い
て

　平成２０年中のご両親の所得による所得税額（住宅取得控除前の税額）の

合計により階層を設定し、入所時の児童年齢により金額が決定されます。

※同時に２名以上の児童が入所する世帯について、全階層とも最年長児を全額、２人目を５割軽減、３人目以上を免除とする。

平成２１年度富士河口湖町保育所徴収金基準額表

全 額

階層区分 ３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児 階層定義

１／２額

全 額

１／２額

全 額

１／２額

全 額

１／２額

全 額

１／２額

全 額

１／２額

全 額

１／２額

全 額

１／２額

８,０００

４,０００

１１,５００

５,７５０

１７,５００

８,７５０

２２,５００

１１,２５０

２７,５００

１３,７５０

４１,５００

２０,７５０

４６,５００

２３,２５０

４７,５００

２３,７５０

０

５,５００

２,７５０

１０,０００

５,０００

１５,０００

７,５００

２０,０００

１０,０００

２５,０００

１２,５００

２８,０００

１４,０００

２８,５００

１４,２５０

２９,０００

１４,５００

０

５,５００

２,７５０

１０,０００

５,０００

１５,０００

７,５００

２０,０００

１０,０００

２２,０００

１１,０００

２２,５００

１１,２５０

２３,０００

１１,５００

２３,５００

１１,７５０

０１

２

３

４

５

６

７

８

９

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む)

第１階層及び第５～９階層を

除き、前年度分町民税の額

の区分が右の区分に該当

する世帯

第１階層及び第２～４階層を

除き、前年分の所得税の額

の区分が右の区分に該当

する世帯

町民税非課税世帯

１８，０００円未満

４１３，０００円以上

１８，０００円以上

４０，０００円未満

４０，０００円以上

１０３，０００円未満

１０３，０００円以上

４１３，０００円未満

町民税均等割

課税世帯

町民税所得割

課税世帯

平成21年度保育料について

　平成２１年度富士河口湖町保育料は、昨年と同様に次の「平成２１年度富士河口湖町保育所徴収金基準表」のとおりとなります。

　今年の保育所運営の財源内訳は、保護者の皆様方からいただく保育料1億７千５百万円、国や県からの補助金や各地区財産区

からの繰出し金等が２千５百万円、町の一般会計から４億５千万円となります。約７５０人の児童に対し多額の費用がかかっています。

　今後とも保育料の納入についてご理解とご協力をお願いします。
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「
隣
の
空
き
地
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
る
」
、「
洗
濯
物
に

臭
い
が
つ
く
」な
ど
の
野
焼
き
に
よ
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。ご
み
を
燃
や
す
と
嫌
な
臭
い
や
煙
に
よ
る
近
隣
住
民
の

迷
惑
に
な
る
ほ
か
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
資
を

発
生
さ
せ
、人
の
健
康
を
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
野
焼
き
と
は
、
ご
み
を
適
正
な
焼
却
設
備
を
用
い
ず
に

燃
や
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。
穴
を
掘
っ
て
の
ご
み
焼
却
、
ド

ラ
ム
缶
焼
却
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
焼
却
は
野
焼
き
と
同
じ

で
す
か
ら
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
違
反
し
た
場
合
は
、
法
律
に
よ
り
厳
し
い
罰
則
に
科
せ

ら
れ
ま
す
。

　
家
庭
ご
み
は
、
分
別
し
指
定
さ
れ
た
曜
日
に
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
ま
た
は
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
等
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
さ
れ
て
い
る
行
為
で
も
、
周
辺

　
の
住
民
生
活
に
支
障
を
与
え
、
苦
情
な
ど
が
あ
る
場
合

　
は
指
導
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
問
合
先
　
環
境
課
　
　
℡
72-

３
１
６
９

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
焼
き
禁
止
の
例
外

　
○
農
業
・
林
業
を
営
む
た
め
や
む
を
得
な
い
も
の
と

　
　
し
て
行
わ
れ
る
稲
わ
ら
や
伐
採
し
た
枝
の
焼
却

　
○
風
俗
習
慣
ま
た
は
宗
教
行
事
を
行
う
た
め
の
ど

　
　
ん
ど
焼
き
や
し
め
縄
な
ど
の
焼
却

　
○
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
そ
の
他
日
常
生

　
　
活
を
営
む
う
え
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼

　
　
却

　
○
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
そ
の
他
の
災
害
の
予

　
　
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃

　
　
棄
物
の
焼
却

　
○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の
管
理

　
　
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

初心者・中級者のシナリオ教室初心者・中級者のシナリオ教室

みんなシナリオライターになろう！！

【日　　時】平成２1年８月８日(土)　

　　　　　初心者講座　午前１０時３０分～正午

　　　　　 中級者講座　午後　１時～午後３時まで

【場　　所】富士河口湖町中央公民館

【費　　用】初心者講座　１人　１０００円

　　　　　 中級者講座　１人　１０００円

　　　　　※両講座お申込の場合は １人 １５００円

【定　　員】それぞれ先着４０人

【講　　師】シナリオ・センター　　大前玲子氏

【申し込み】参加ご希望の方は、FAX (７２－２８１７)

　　　　　 にて、シナリオ教室参加希望・住所・

　　　　　 氏名・年齢・電話番号・ＦＡＸ番号を

　　　　　 記入し、 富士河口湖町観光課まで

　　　　　 お申し込みください。

　　　　　 締め切りは７月３１日まで。

お問い合わせ

富士山・河口湖映画祭実行委員会事務局（観光課内）

ＴEL　７２－３１６８　・　FAX　７２－２８１７

　町では、昨年に引き続き「第3回富士山・河口湖映画祭シナリオコンクール」を実施いたしま

す。そこで当コンクール実施に先立ち、たくさんの方から富士山麓を舞台にしたシナリオをご

応募いただけるよう、どなたでも参加いただける、初心者からの「シナリオ教室」を実施いたします。このシナリオ

教室は、大前玲子先生（シナリオ・センター）を講師にお招きし、シナリオの基本的な書き方やシナリオを書く面白さ

について学んでいただきます。また、事務局よりシナリオコンクールの狙いなどについて説明いたします。

たくさんのご参加をお待ちしております。

　今回は初心者・中級者に分けて講座を開催いたしますので、お気軽にご参加下さい。

たくさんのご参加を
お待ちしております！！
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　富士河口湖町では「景観計画(良好な景観の形成に関する計画)」の策定に向け、平成１６年度から地域住民代

表のワークショップや景観計画検討委員会で検討を重ねてきたところであり、平成１７年９月２５日には景観法に

基づく「景観行政団体」となりました。魅力ある景観の形成を推進し、個性豊かで潤いのある町づくりに資する

ことを目的とした「景観条例」が、平成２１年８月１日からスタートいたします。

「景観計画」とは、土地利用の規制・誘導や取り組みなど指導を通して、少しずつより良い景観形成に取り組む

ための計画です。

｢優れた自然風景とあいまった質の高い文化景観の達成による、快適で豊かな生活空間・観光リゾート空間の

創出｣を共通目標とします。

１）富士山麓の自然環境にふさわしい景観づくり

２）将来に価値のある景観づくり

３）持続可能な景観づくり

４）地域特性を生かした景観づくり

町内には、富士山や４湖を中心としたすば

らしい自然環境にめぐまれた山岳・森林・湖

沼景観があります。今後より良好な景観形成

を図るため、町内全域を景観計画区域とし、

9つの区域に分け区域別に方針を定めていき

ます。（右図参照）

景観計画では、その土地の特性及び土地利用を考慮して進めていくことが必要になることから、5つのゾーン

（土地区分）を設定しました。

～良好なまちづくりのため「景観条例」ができました～～良好なまちづくりのため「景観条例」ができました～

景観計画について

共通目標

景観計画の方針

景観計画区域

土地区分ごとの景観形成の方針

森林・草原ゾーン

田園ゾーン

宅地・別荘地ゾーン

市街地・集落ゾーン

湖岸・湖面・河川ゾーン

豊かな自然環境を有する深い森林や草原ゾーン

田畑・林・野原などが豊かな郊外ゾーン

宅地や別荘地が立地しつつあるゾーン

人家や商店などが連担しまとまりを有するゾーン

水面を中心としたゾーン

区 分 の 名 称 区　分　の　内　容
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　良好な景観形成に寄与するため、届出対象行為は次表に定める「景観形成基準」に適合したものとなります。

　富士河口湖町は、素晴しい自然環境に恵まれ、貴重な観光や文化資源が数多くありますので、これを50年、

100年先に伝えていくことが必要です。現在、町では良好な景観づくりのため、アンケート調査のとりまとめを

行っており、条例に基づき景観審議会を設立し、地域ごとの景観計画の策定や運用について詳細を定めていき

ます。

　今後、景観審議会など地域の皆さんに意見を聴きながら、その地域に合った景観とすることで、良好な景観

づくりを進めますのでご理解ご協力をお願いいたします。

８月１日から「景観条例・景観計画」がスタートすることにより、町内における一定規模以上の建築

物や工作物の新築、増改築などには届出義務が生じることになります

届出が必要な場合

届出対象行為に対する景観形成基準

行為の種別 対象となる規模等

建
築
物

工
作
物

新築・増築・改築もしくは移転

屋外における土石・廃棄物

①敷地面積が１,０００㎡を超えるもの

②建築面積が３００㎡を超えるもの

③高さ１０ｍを超えるもの

  ・堆積の高さ５ｍを超えるもの又は面積が１,０００㎡を超えるもの

①煙突・鉄筋コンクリート造りの柱、記念塔、装飾塔、
　高架水槽、彫刻碑その他これらに類するもの
  ・行為後の高さが１５ｍを越えるもの

②垣、さく、塀その他これらに類するもの
 ・行為後の高さが３ｍを越えるもの

③遊園施設、コンクリートプラント、自動車車庫の用に
　供する立体的施設、石油・飼料等の貯蔵施設その他
　これらに類するもの
  ・行為後の高さが１５ｍを越えるもの又は、築造面積１,０００㎡を

　超えるもの

④電線路、空中線系（支柱含む）その他これらに類するもの
  ・行為後の高さが２０ｍを越えるもの

・行為部分が総外壁面積の５０％を超えるもの上記に該当する建築物の外観の
規模替え又は色彩の変更

工作物の新築・増築・改築もし
くは移転

区　　分 景　観　形　成　基　準

共通事項

建築物・
工 作 物

位　置

形　態
意　匠

色　彩

・土地区分、区域区分ごとの景観形成の方針を尊守する。

・道路境界及び隣地境界からできるだけ後退した位置とする。

・周辺に与える威圧感、圧迫感及び突出感の軽減に努めるなど、周辺の景観との調和に
 配慮する。

材　料
・周辺の景観との調和に配慮した材料を使用する。
・地域特有の材料や天然の材料をできるだけ使用する。

・けばけばしい色彩とせず、自然素材の色などできるだけ落ち着いた色彩を基調とし、
 周辺の景観との調和に配慮する。
・使用する色の数をできるだけ少なくなるよう配慮する。

緑　化 ・敷地内においては緑化に努める。

その他
・優れた景観を有する山岳等の近傍にあっては、これらの稜線を乱さないように位置
 及び高さについて配慮する。

（※上記内容は一部抜粋したものですので、詳細な内容については町ホームページにて確認していただくか、
　　お問い合わせください。）

詳しくは、町役場都市整備課迄お問い合わせください。　【電話 : 72-1976】
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国民健康保険からのお知らせ
　国民健康保険税（国保税）は、国民健康保険制度を支える大きな財源です。病気やけがの治療にかかる医療費は、

病院の窓口で支払う自己負担分、国・県・町の補助金、そして『国保税』でまかなわれています。

　国保税は、世帯ごとにまとめて世帯主が納付することになります。世帯主が国民健康保険の加入者でない場合でも、

世帯内に国民健康保険の加入者がいれば、国保税納付の義務は世帯主にあり、納税通知書等は

世帯主あてに送付されます。

　国保税を確実に納めるために、簡単便利な口座振替による納付をおすすめします。

口座振替の申し込みは、預貯金口座のある金融機関、郵便局の窓口で、届出印をお持ちのうえ

「口座振替依頼書」を提出していただくだけです。

　国保税は資格が発生した月から課税されます。つまり加入の届出が遅れてしまった場合でも、届出をした月から

課税されるのではなく、国保の資格が発生した月（他の健康保険の喪失月または転入した月など）まで遡って最大

３年間分の国保税が課税されることになります。

◆平成２１年度国民健康保険税の計算方法（下記の①と②と③の合計額です。）

◆遡及賦課について

　所得が一定以下の世帯については、税負担を軽くするため「均等割額」と「平等割額」が次のとおり減額されます。

（未申告の場合は減額されません。）

◆減額制度について

…医療保険の費用にあてるためのものです。すべての国保加入世帯の世帯主が負担します。医療保険分

①【医療保険分】
所得割

課税標準額

×５.０％

資産割

課税標準額

×２７.０％

均等割

1人につき

２４,０００円

平等割

１世帯につき

２２,０００円

所得割

課税標準額

×０.９％

資産割

課税標準額

×８.０％

均等割

1人につき

５,０００円

平等割

１世帯につき

６,０００円

…介護保険の費用にあてるためのものです。４０歳以上６５歳未満の方（介護保険第２号該当者）が属する

　世帯の世帯主が①と②に加え負担します。
介護保険分

③【介護保険分】
所得割

課税標準額

×０.９％

資産割

課税標準額

×５.６％

均等割

1人につき

８,０００円

平等割

１世帯につき

５,５００円

…長寿（後期高齢者）医療制度を支援するためのものです。すべての国保加入世帯の世帯主

　が負担します。
後期高齢者医療支援分

②【後期高齢者医療支援分】

注.１ 「課税標準額」…総所得金額から基礎控除（３３万円）を差し引いた金額です。

   ２ 今年度、税率の変更はありません。

①　 　総所得金額が、３３万円以下の世帯（擬制世帯主を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　７割軽減

②　 　総所得金額が、３３万円＋(２４.５万円×世帯主を除く被保険者数)以下の世帯　　　　　　　　５割軽減

③　 　総所得金額が、３３万円＋(３５万円×世帯主を含む被保険者数)以下の世帯　　　　　　　　　２割軽減
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　国保税は年税額を８回に分けて納入していただきます。ただし、年度途中で納税義務が発生した場合、税額を残

りの納期に分けて納入していただきます。平成２１年度の納期限は以下のとおりです。《国保税に前納報奨金はあ

りません。》

◆お支払方法について

　世帯主が他の保険（社会保険、後期高齢者医療保険等）の加入者でも世帯内に国民健康保険の加入者がいれば、国

保税の納税通知書は世帯主あてに送られます。

◆国保税の納税通知書は世帯主に送られます。（平成２１年７月中旬）

　もし、あなたが保険税を滞納しているのなら、すぐに納めましょう。保険税を納めないでいると、国保の財源が不

足し、きちんと納めている人の負担が大きくなってしまいます。

納税相談は役場税務課・保険課で常時受け付けています。

◆滞納する前に納付相談を！！

　保険税を確実に納めるために、便利な口座振替による保険税納付をおすすめします。

◆口座振替をおすすめします。

●普通徴収の場合

　平成２０年度から特別徴収によるお支払が開始されています。

　　特別徴収対象者になる方以外の方は、これまでどおり普通徴収です。

　　（普通徴収）… 納付書または口座振替によるお支払い

　　（特別徴収）… 年金からの天引き

●特別徴収の場合

1期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

納期限 H21.７.31 H21.8.31 H21.9.30 H21.11.2 H21.11.30 H21.12.25 H22.2.1 H22.3.31

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月支払い月

普通徴収

特別徴収

お問い合わせ先　保険課 国民健康保険係　電話　72－6026

※世帯の中で、年度の途中で75歳になる方がいる場合は、特別徴収の対象になりません。

※特別徴収になった方の来年度（平成22年度）の4月、6月、8月の税額は、今年度（平成21　                                                                

　年度）の2月の税額と同額を仮徴収します。

※年度の途中で税額が変更になった場合、普通徴収に切り替わることがあります。

※特別徴収になる方の支払回数は、年6回です。公的年金支給の際にあらかじめ保険税が

　差し引かれますので、ご自身が別途金融機関で納付する必要はありません。ただし、あ

　らたに特別徴収の対象になる方は、年度途中（4月、6月、8月、10月のいずれか）から特別

　徴収が開始されるため、特別徴収が開始されるまでの期間は普通徴収です。
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（健康のまちづくりスローガン入選作品）

　「健康づくり」は歩くことからはじまります。町では、町民の健康増進を目的とした、町民スポーツとしての『ウォー
キング』を積極的に勧めています。
　今回も、自然に親しみながら参加者同士のふれあいと親睦を深めることを目的に「健康のまちづくりウォーキング
大会」を開催します。家族・友達・近所お誘い合わせのうえ、多くの方の参加をお願いします。

　八木崎公園　⇒　湖畔遊歩道（河口湖ミューズ館前）　⇒　県道青木ヶ原・河口湖線横断　⇒　
　小立福祉センター（右折）　⇒　県道鳴沢・河口湖線横断（諏訪神社前信号機）　⇒　小立西区
　公民館前　⇒　国道１３９号（左折）⇒　東恋路交差点（左折）　⇒　県道河口湖・富士線　⇒　
　河口湖大橋（左折）　⇒　湖畔遊歩道　⇒　八木崎公園（約７．４km）

　健康のまちづくり事業の一環として「健康のまちづくりウォーキング大会」を年間に４回開催いたします。２年間で通算

４回参加された方には、記念品を用意いたします。今回から参加される方も対象になりますので、奮ってご参加ください。

■ 日　　時　　平成２１年７月２６日（日）

■ 集合場所　　八木崎公園広場

■ 受　　付　　午前８時３０分～

■ 出 発 式　　午前９時　（スタートは出発式終了後）

■ 持 ち 物　　水筒　副食　雨具

　　　　　　　（スタート・ゴールは八木崎公園広場です。）

● 問い合わせ先　健康増進課　℡72－6037

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
過
日
実
施
し
ま
し
た
視
覚
障
害
者
の
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
に
、
昨
年
も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
２
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し

た
。
紙
面
を
お
か
り
し
ま
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

社
協
会
費
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

社
協
会
費
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

社
協
会
費
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会

（
通
称
：
社
協
）
は
、
社

会
福
祉
法
に
位
置
付
け

ら
れ
、
す
べ
て
の
市
区

町
村
、
都
道
府
県
に
組

織
さ
れ
て
い
る
公
私
機

関
・
団
体
の
参
加
を
得
て
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
非
営
利
の
民
間
団
体
で
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
社
協
で
も
、
み
ん
な
が
手
を

携
え
て
、
地
域
に
根
ざ
し
て
助
け
合
い
、
生
活
す

る
誰
も
が
安
心
で
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、「
共
に
生
き
、
共
に
支
え
あ
う

福
祉
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
町
民
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
に
不
可
欠
と
な
る
財
源
に
と
、
県
や
町

か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
、
共
同
募
金
配
分
金

等
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
会
費
は
、
社
協

の
運
営
に
、
ま
た
、
地
域
で
暮
ら
す
住
民
の
皆
様

が
主
体
と
な
り
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
社
協
会

員
同
士
が
支
え
合
っ
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
、
独
自
の
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
の
貴
重

な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　
ど
う
か
趣
旨
を
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
会
費
：
１
世
帯
当
り
五
百
円
（
年
額
）

　
特
別(

賛
助)

会
費
：
１
口
当
り
千
円(

年
額)

　
社
協
会
員
に
な
る
に
は
、
自
治
会
を
通
じ
て

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
治
会
未
加
入
の
方

は
、
本
会
事
務
所
へ
、
ご
連
絡
、
ご
来
所
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
社
協
で
は
、
町
内
の
聴
覚
障
害
者
を
対
象

に
し
た
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
、
今
年
度
、
新
た
に

開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、
エ
ク
セ
ル
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
学
び
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
パ
ソ
コ
ン

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
実
施
日
…
【
全
８
回
】（
毎
週
金
曜
日
）

　
　
８
月
７
日
（
金
）
～
１０
月
１６
日
（
金
）

　
　
但
し
、
８
／
１４
、
２８
、
９
／
２５
は
休
み

　
実
施
時
間
…
午
後
６
時
３０
分
～
９
時

　
実
施
場
所
…
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

　
講
師
…
（
株
）
カ
ル
ク
（
手
話
通
訳
者
あ
り
）

　
対
象
者
…
町
内
の
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
、

　
　
　
　
　
聴
覚
障
害
１
～
３
級
の
方

　
定
員
…
７
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

　
申
込
み
締
切
日
…
７
月
１０
日
（
金
）

　(

F
A
X
　
７
２-

３
６
０
６)

　
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
講
習
会

時
に
、パ
ソ
コ
ン
操
作
や
周
辺
機
器

の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
、
お
手
伝

い
し
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。
障
害
者
支
援
に
熱
意
が
あ
る
方
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
７
月
１０
日
（
金
）
ま
で
に
町
社
協
へ

お
申
込
み
下
さ
い
。 

（
電
話 

７
２
‐
１
４
３
０
）

　
　 聴

覚
障
害
者
の
た
め
の

　
　
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
開
催

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

※幼児・小学校低学年の参加は、父兄同伴でお願いします。傷害保険に加入します。

コ
ー
ス
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個人住民税の公的年金からの特別徴収が始まります 町税の納付は、便利で確実な「口座振替」がオススメ

町の税金についてのお問合せは、富士河口湖町役場　税務課(７２-１１１３)へ

　
町
税
は
、
町
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
費
用
を
ま
か
な
う
た
め
の
も
の
で
す
。
そ

の
町
税
の
固
定
資
産
税
に
「
土
地
」「
家
屋
」
だ
け
で

な
く
「
償
却
資
産
」
が
あ
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
償
却
資
産
は
、
事
業

用
の
資
産
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
世
帯
に
は
関
係
が
希
薄
で
す
が
、
会
社
経
営

や
個
人
で
の
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
、
賃
貸
住
宅

の
貸
し
付
け
な
ど
の
経
営
者
は
、
所
有
し
て
い
る
構

築
物
や
機
械
、
器
具
備
品
な
ど
が
、
償
却
資
産
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
企
業
会
計
や
税
務
会
計

な
ど
で
一
般
に
有
形
の
減
価
償
却
資
産
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
の
範
囲
と
お
お
む
ね
一
致
し
ま
す
。
た

だ
し
、
自
動
車
、
家
屋
と
い
っ
た
他
に
地
方
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
に
お
け
る
償
却
資
産
の
評
価
は
、
国
税

に
お
け
る
減
価
償
却
精
度
と
比
べ
、
そ
の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
や
性
質
が
違
う
こ
と
か
ら
、
減
価
率
の
違

い
（
＊
固
定
資
産
税
の
場
合
は
旧
定
率
法
の
み
）
、
圧

縮
記
帳
や
租
税
特
別
処
置
法
関
連
の
特
別
償
却
の

適
用
除
外
な
ど
、
国
税
と
の
取
り
扱
い
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
は
、
所
有
者
か
ら
申
告

い
た
だ
く
と
い
う
申
告
義
務
制
度
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
こ
の
申
告
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
に
お
い

て
町
内
に
保
有
し
て
い
る
資
産
を
「
名
称
・
数
量
・
取

得
時
期
・
取
得
価
格
・
耐
用
年
数
等
」
と
い
う
よ
う
に

申
告
書
に
記
入
し
て
、
町
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
償
却
資
産
の
免
税
点
は
課
税
標
準
額
合
計

１
５
０
万
円
で
す
。（
８
月
号
に
続
く
）

経
営
者
の
た
め
の

　
　
償
却
資
産
の
申
告 

① 

固
定
資
産
税
【
償
却
資
産
】
研
究

扶養に入っている私がパートを始めた！

　　　　例えば･･･夫（サラリーマン）年収５００万円

             　　妻（主婦）パート収入１００万円

収入や所得に対する税金として所得税と住民税があります。

① 所得税 

　パート収入は所得税法では、給与所得とされ、一般のサラ

リーマンと同じように税金を計算することになりますが、給

与収入額から給与所得控除額を差し引いた残額が基礎控除

額（３８万円）以下の場合、所得税はかかりません。

　所得税における給与所得者の「課税最低限」は、次のよう

になります。

　（給与所得控除額）＋（基礎控除額）＝（課税最低限）

　　　　６５万円　　＋　３８万円　　＝　１０３万円

このケースでは、収入金額が１０３万円以下ですので、所

得税はかかりません【所得税０円】

② 住民税

　一方、住民税には、「非課税制度」があり、その限度額は２８

万円となっています。給与収入額が、給与所得控除額と非課

税限度額（２８万円）を合計した金額（９３万円）以下の場合、

住民税は課税されません。

　（給与所得控除額）＋（非課税限度額）

　　　　６５万円　　＋　　２８万円　＝　９３万円

 

このケースでは、収入金額が９３万円を超えるため、住民

税は課税されます

　住民税は所得のあった年の翌年に課税されますので、こ

のケースでは翌年の住民税として課税されます。

扶養に入っている妻がパートを始めた！

　　　　例えば･･･夫（サラリーマン）年収４８５万円

             　　妻（主婦）パート収入１１５万円

配偶者控除の対象となるのは・・・

　給与収入が１０３万円（給与所得金額で３８万円）以下であ

れば、所得税・住民税ともに夫の所得から控除できる配偶者

控除の対象となります。

　この場合、妻の収入は１１５万円（この場合、給与所得控除

額６５万円があるので所得は５０万円）ですから、夫の所得税・

住民税の計算上、配偶者控除を受けることができません。

（配偶者控除：所得税３８万円、住民税３３万円）

配偶者特別控除の対象となるのは・・・

　パート収入等が１０３万円を超える配偶者には、配偶者控除

の適用がなくなり控除が激変するのを緩和し、また、所得の

稼得に対する配偶者の貢献を考慮して、配偶者特別控除が

設けられています。

　配偶者特別控除は、配偶者の所得の額に応じて控除額が

逓減する仕組みとなっています（所得税で最高３８万円、住民

税で最高３３万円）。

このケースでは、配偶者特別控除が適用されることにな

ります【収入１４１万円未満まで】

　なお、この特別控除の適用が受けられるのは、控除を受け

る夫の所得が１千万円（給与収入金額で約１，２３１万円）以下

であることが要件とされています。

パート収入と税金の関係～妻の立場～

パートに行き始めた私の税金

パート収入と扶養の関係～夫の立場～

妻がパートに行き始めたサラリーマンの税金

妻のパート収入に税金がかかるかどうか？ 夫の税金計算上、所得から控除される配偶者控除と

配偶者特別控除のどちらの適用があるか？

正
し
く
申
告
し
て
い
ま
す
か
?
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富士河口湖町職員募集案内富士河口湖町職員募集案内

▲採用職種・人員 事務職4名程度

事務職Ⅱ

事務職Ⅰ
昭和56年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた者で、
大学を卒業した者、卒業見込の者及び同程度の学力を有する者

昭和59年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた者で、
高校を卒業した者、卒業見込の者及び同程度の学力を有する者

▲受験資格

第一次試験
実施日 ９月２０日（日)

山梨大学(甲府キャンパス)場　所

１１月上旬予定実施日

富士河口湖町役場場　所
第二次試験

インターネット

での受付

役場総務課
での受付

平成21年7月21日(火)から8月11日(火)まで（土・日曜日、祝祭日を
除く）午前8時30分から午後5時30分まで

「やまなし申請・予約ポータルサイト」にて受付

平成21年7月21日(火)から8月4日(火)午後5時30分まで

（24時間受付）　注：プリンターのない方は不可

町ホームページ　http://www.town.fujikawaguchiko

.yamanashi.jp/の職員採用情報を確認し、申請案内に従って下

さい。

▲受付

▲試験日及び場所

▲問合せ 富士河口湖町役場総務課職員係　　℡ 72－1112

○町村職員統一試験（平成22年４月採用）

■
採
用
職
種
及
び
予
定
人
員
　
消
防
吏
員
６
名

■
受
験
資
格
　

　
○
大
学
卒
：
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
　
　

　
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　
○
高
校
以
上
卒
：
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
　
　

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　
○
平
成
22
年
３
月
前
記
各
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者

■
身
体
要
件

　
○
身
長
　
１
・
６
メ
ー
ト
ル
以
上

　
○
胸
囲
　
身
長
の
２
分
の
１
以
上

　
○
体
重
　
52
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

　
○
体
質
　
健
全
で
四
肢
に
支
障
の
な
い
者

　
　(

呼
吸
器
・
心
臓
疾
患
・
腹
部
内
臓
器
に
疾
病
の
な
い
者)

　
○
視
力
　
弁
色
力
及
び
聴
力
が
完
全
で
あ
る
者

　
○
言
語
明
瞭
で
発
声
充
分
で
あ
る
者

■
住
所
要
件

　
採
用
時
に
お
い
て
構
成
市
町
村
に
住
所
を
有
し
、
そ
の
後
も
当

該
地
域
に
継
続
し
て
居
住
す
る
も
の
。

※
そ
の
他
欠
格
条
項
あ
り
。
詳
細
は
消
防
本
部
へ
問
合
せ
て
下

　
さ
い
。

■
受
験
手
続

　
山
梨
県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
申
込
書
に
て
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。郵
送
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
町
村
職
受
験
」と
朱
書
き

し
書
留
郵
便
に
し
、「
受
験
票
」
に
は
宛
先
を
明
記
し
、
50
円
切
手

を
貼
っ
て
下
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
　
７
月
21
日
（
火
）
～
８
月
11
日
（
火
）
ま
で

　
　
（
土
日
祝
祭
日
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
）

　
　
郵
送
の
場
合
、
８
月
11
日
消
印
あ
る
も
の
有
効

■
第
一
次
試
験
　
９
月
20
日
（
日
）
山
梨
大
学

　
　
　
　
　
　
　
（
二
次
試
験
は
11
月
上
旬
予
定
）

●
申
込
み
・
問
合
先
　

　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
１
８
９
６
番
地

　
　
富
士
五
湖
消
防
本
部
管
理
課
　
℡
22
‐
４
４
２
８

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
職
員
募
集
！

（
平
成
２２
年
４
月
採
用
予
定
）



広
報
富
士
河
口
湖

　
１３

募集種目 試験期日 待遇・その他受付期間資　格区 分

２等陸・海・空士

防衛大学校

防衛医科大学校

高等工科学校
(仮称)

８月１日
～
９月１１日

９月７日
～
１０月２日

９月７日
～
１０月２日

11月上旬
～
1月上旬

９月５日
～
９月９日

陸・海・空
一般曹候補生

１８歳以上
２７歳未満の者

看 護 学 生
(男・女)

男子　9月22日
　　　9月29日
　　　３回目以降
　　　　別途公示
女子　9月28日

１次試験
9月19日

１次試験
 11月7日
 　　・8日

１次試験
10月31日
11月  1日

１次試験
1月中旬

１次試験
9月23日

１次試験
10月24日

9月26日
・27日

部隊の
第一線
で活躍

部隊の
即戦力

海・空
航  空  学  生

高卒（見込み含）
２１歳未満の者

高卒（見込み含）
２４歳未満の者

高卒（見込み含）
２１歳未満の者

中卒（見込み含）
１７歳未満の者

高卒（見込み含）
２１歳未満の者
高等学校長の
推薦等が必要

パイロット
を目指す

指揮官
を目指す

正看護師
を目指す

医師を
目指す

最年少
の国家
公務員

推
　
薦

一
　
般

　問合せ先

　　自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所

　　住所：大月市御太刀2-8-10　電話：0554-22-1298

平成２１年度　自衛官等募集案内

試験区分
採用予定
人員

試験案内
配布日

第1次試験
最終合格
発表日

受付期間
【インターネットに
よる受付締切日】

男性

女性

女性

男性

10名程度

２名程度

２名程度

30名程度

２名程度

男性
武道指導

平成22年
4月採用

７月10日
（金）

9月20日
（日）

12月4日
（金）

7月22日（水）
～

8月21日（金）
【8月14日】

警察官
A

警察官
B

採用日程等は、次のとおりです。

※ 試験職種及び採用予定人員は変更する場合がありますので、各試験案内で確認してください。

※ 試験職種により受験資格が異なりますので、詳細は各試験案内で確認してください。

〇山梨県警察本部警務課人事担当

　　　　　　　　　　 電話　０５５－２３５－２１２１（代）（内線２６３２～２６３４）

　　　　　　　　　 　　　　０１２－３１４８７４（採用専用フリーダイヤル）

〇山梨県人事委員会　 電話　０５５－２２３－１８２１

〇お近くの警察署　　（富士吉田警察署；２２－０１１０）・交番・駐在所

「山梨県警察官採用のお知らせ」

陸上２年、海上、航空３年を１任期
として採用されます。
体力と技術を磨きつつ、職域に関連
した資格・免許の取得もできます。

3年間の教育で正看護師を養成しま
す。国家資格取得後、2等陸曹へ昇任
します。

医師である幹部自衛官となる者を
養成します。国家資格取得後、2等陸・
海・空尉に昇任します。

国会の法案通過後に、新制度へ移行
の予定です。詳細は決定次第、ご案
内いたします。

文部科学省大学設置基準に準拠し
ていますので、卒業時に人文科学・
社会科学・理学・工学の学位が授与
されます。卒業後は、幹部候補生学
校で教育を受け、約1年後に3等陸・海・
空尉(パイロット要員含む)に昇任
します。

入隊後、最短2年9ヶ月で3曹へ昇任
します。

6年間の教育でパイロット・戦術航
空士(海)を養成します。

 URL　　http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/
 I-mode　http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/i/index.htm
 E-mail　hq1-yamanashi@pco.mod.go.jp
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１４

県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

県
立
盲
学
校
か
ら

難
病
（
特
定
疾
患
）
患
者
へ
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

麻
疹
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

『
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催
に
つ
い
て
』

『
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
』

　
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
病
気
を

難
病
と
い
い
ま
す
。

　
難
病
の
う
ち
、
治
療
が
極
め
て
難
し
く
、
症
状
が
長
期
化

し
、
単
に
経
済
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
、
介
護
な
ど
に
著
し

く
負
担
が
か
か
り
、
ま
た
、
精
神
的
な
負
担
の
大
き
い
疾
病

45
疾
患
を
国
が
特
定
疾
患
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
特
定
疾
患
に
認
定
さ
れ
、「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
の

交
付
が
受
け
ら
れ
る
と
、
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
が

助
成
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
の
助
成
は
、
病
気
の
重
症
度
、
所
得
の
状
況
等
に

よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。
初
め
て
の
方
は
主
治
医
に
ご
相
談
の

う
え
、
保
健
所
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
申
請
用
紙
は
、
保
健
所
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
療
養
生
活
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
頂
く
か
、
山
梨
県
富

士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
難
病
支
援
）

を
ご
覧
下
さ
い
。

　
健
康
支
援
課
　
℡
２
４-

９
０
３
４

　
麻
疹
（
は
し
か
）
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
く
空
気
感

染
や
飛
沫
感
染
（
せ
き
、
く
し
ゃ
み
）
、
接
触
感
染
（
ウ
イ
ル
ス

の
付
い
た
物
、
手
洗
い
の
不
十
分
な
手
指
な
ど
）
に
よ
っ
て

人
か
ら
人
へ
う
つ
り
ま
す
。

　
そ
の
感
染
力
は
大
変
強
く
、
麻
疹
の
免
疫
の
な
い
集
団
に

１
人
の
発
病
者
が
い
た
場
合
12
人
か
ら
14
人
に
感
染
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
症
状
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
10
日
～

12
日
間
の
潜
伏
期
間
の
の
ち
38
℃
以
上
の
発
熱
、
咳
な
ど
が

現
れ
、
発
熱
は
耳
後
部
や
頚
部
か
ら
出
始
め
て
、
発
疹
が
全

身
に
広
が
り
続
け
ま
す
。
数
日
続
く
高
熱
の
た
め
体
力
が
消

耗
し
、
麻
疹
の
主
症
状
の
ほ
か
に
合
併
症
（
肺
炎
、
脳
炎
、
中

耳
炎
）
や
他
の
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
、
体
力
等
の
回
復

に
は
暫
く
時
間
が
か
か
る
重
い
病
気
と
い
え
ま
す
。

　
麻
疹
は
強
い
感
染
力
の
た
め
マ
ス
ク
で
の
予
防
は
難
し

く
、
予
防
手
段
と
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
免
疫
を
得

る
こ
と
で
す
。

　
予
防
接
種
を
推
奨
す
る
時
期
は
、
満
１
才
の
誕
生
日
ご
ろ

（
第
一
期
）
、
小
学
校
入
学
前
（
第
二
期
）
で
す
。
ま
た
、
追
加
接

種
で
は
中
学
校
１
年
、
高
校
３
年
相
当
（
第
三
期
、
第
四
期
）

が
あ
り
平
成
24
年
度
ま
で
は
公
費
助
成
対
象
で
す
。
夏
休
み

等
の
期
間
を
利
用
し
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
地
域
保
健
課
　
℡
２
４
‐
９
０
３
５

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
次
の
と
お
り
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
県
内
の
「
見
え
方
」
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も

さ
ん
か
ら
成
人
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
、
支
援
を
さ
れ
て

い
る
方
な
ど
を
対
象
に
グ
ル
ー
プ
毎
に
活
動
を
用
意
し
ま

し
た
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
方
と
話
を
し
た
り
、
情
報
交
換
が

で
き
る
よ
い
機
会
で
す
。
ま
た
、
視
覚
障
害
に
関
わ
る
便
利

グ
ッ
ズ
や
視
覚
補
助
具
（
拡
大
読
書
器
、
弱
視
レ
ン
ズ
等
）
、

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
の
展
示
も
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
皆

様
、
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
７
月
19
日
（
日
）

○
午
前
９
時
30
分
～
受
付

○
午
前
10
時
～
12
時
30
分

　
グ
ル
ー
プ
活
動
（
体
験
遊
び
・
学
習
活
動
・
講
演
会
等
）

○
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　
機
器
展
示
及
び
盲
人
用
ロ
ボ
ッ
ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ョ
ン

■
場
　
所
　
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯
田
2
‐
10
‐
2
） 

※
申
込
み
方
法
　
グ
ル
ー
プ
活
動
参
加
希
望
者
は
、
前
日
ま

　
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
　
視
覚
障
害
教
育
相
談
支
援
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
（
担
当
　
佐
田
、
清
水
）

　
県
立
盲
学
校
は
、
視
覚
障
害
の
あ
る
方
の
職
業
自
立
を
目

指
し
た
職
業
学
科
を
高
等
部
に
備
え
て
い
ま
す
。
視
力
が
弱

い
た
め
に
車
の
運
転
が
で
き
ず
に
仕
事
で
悩
ん
で
い
る
方
、

視
力
低
下
に
伴
い
現
在
の
仕
事
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
方
、

中
学
・
高
等
学
校
卒
業
後
、
適
当
な
進
路
が
見
つ
か
ら
な
い

方
や
そ
の
家
族
や
支
援
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
学
校
見
学
及

び
入
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
気
軽
に
ご
来
校
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談

　
年
間
通
し
て
電
話
及
び
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
○
毎
週
月
曜
日
　
午
前
９
時
～
12
時
30
分

　
○
毎
週
木
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
授
業
見
学
週
間

　
高
等
部
専
攻
科
保
健
理
療
科
お
よ
び
理
療
科
の
授
業
を

公
開
し
ま
す
。

　
○
７
月
13
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

◆
入
学
条
件
及
び
取
得
で
き
る
受
験
資
格

●
高
等
部
本
科
保
健
理
療
科

　
○
入
学
条
件
：
中
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
）
又
は
同
等
の

　
　
学
力
の
方

　
○
取
得
で
き
る
受
験
資
格
：
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

　
　
師
国
家
試
験
受
験
資
格

●
高
等
部
専
攻
科
保
健
理
療
科
及
び
高
等
部
専
攻
科
理
療
科

　
○
入
学
条
件
：
高
等
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
）
又
は
同
等

　
　
の
学
力
の
方

　
○
取
得
で
き
る
受
験
資
格
：
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

　
　
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
国
家
試
験
受
験
資
格

●
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
教
務
課
（
担
当
　
白
倉
、
保
坂
）

※
申
込
・
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
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報
富
士
河
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１５

は
ま
な
し
寮
か
ら
お
知
ら
せ

【
森
と
湖
に
親
し
む
つ
ど
い
】
開
催
に
つ
い
て

キ
ミ
も
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
し
よ
う
！

環
境
省
生
物
多
様
性
ま
つ
り

山
梨
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

 

℡
0
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‐
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‐
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※
申
し
込
み
は
事
前
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す

　
森
や
ダ
ム
、
川
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
森

と
湖
に
親
し
む
つ
ど
い
」
を
深
城
ダ
ム
に
お
い
て
開
催
し
ま

す
。
■
日
　
時
　
７
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
深
城
ダ
ム
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
（
大
月
市
七
保
町
瀬
戸
2
3
0
8
‐
11)

■
費
　
用
　
無
料

■
内
　
容
　
ボ
ー
ト
乗
船
：
先
着
1
0
0
名
（
小
学
生
対
象
）

　
ダ
ム
内
見
学
：
先
着
1
0
0
名

　
カ
ブ
ト
ム
シ
無
料
配
布
：
先
着
50
名

　
木
工
教
室
（
丸
太
切
り
体
験
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
教
室
・
ウ
ッ

　
ド
パ
ズ
ル)

、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
車
の
工
作
教
室
等

　
葛
野
川
発
電
所
見
学
と
県
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
示

　
特
産
物
販
売
、
そ
の
他
各
種
催
し
を
予
定

■
問
合
先
　
電
話 

0
5
5
4
‐
24
‐
7
0
6
2

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
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　■
開
催
日
　
７
月
20
日
（
月
）「
海
の
日
」

　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
　
　
※
雨
天
中
止

■
場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
陸
上
競
技
場

■
内
　
容
　
日
本
陸
上
競
技
短
距
離
強
化
コ
ー
チ
に
よ
る

　
　
　
　
　
講
義
及
び
実
技
指
導

　
　
　
　
　
閉
講
式
後
、
ス
タ
ン
ド
に
て
代
表
選
手
練
習
見

　
　
　
　
　
学
、
応
援

■
対
　
象
　
県
内
在
住
の
小
学
生（
４
～
６
年
生
）、中
学
生
、

　
保
護
者
、
ま
た
は
責
任
者
の
同
伴
が
可
能
な
児
童
、
生
徒

■
参
加
料
　
無
料
　
■
定
　
員
　
先
着
1
0
0
人

■
申
込
方
法
　

　
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、F
A
X

　
・
郵
送
、
ま
た
は
窓
口
に
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
　

■
申
込
期
間
　
　
７
月
12
日
（
日
）
ま
で

■
問
合
・
申
込
先
　

　
（
財
）
山
梨
県
体
育
協
会
　
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
〒4

0
3
-
0
0
0
5

　
山
梨
県
富
士
吉
田
市
上
吉
田
5
0
0
0

　
　
℡
24-

3
6
5
1
　F
A
X

24-

3
3
6
8

　
は
ま
な
し
寮
の
利
用
者
と
地
域
住
民
の
皆
様
方
が
、
夏
の

夜
を
楽
し
く
過
ご
す
お
祭
り
で
す
。

■
日
　
時
　
７
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
～
９
時

■
場
　
所
　
は
ま
な
し
寮
前
庭
（
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
）

　
　
　
　
　
　
山
梨
赤
十
字
病
院
南
　 
■
内
　
容
　
小
松
の
ぶ
子
歌
謡
シ
ョ
ー
、
模
擬
店
、
盆
踊
り
、

　
　
　
　
　
打
上
げ
花
火

●
問
合
先
　
身
体
障
害
者
療
護
施
設
は
ま
な
し
寮

　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
藤
本
）
　
℡
72
‐
５
３
２
２

※
夏
祭
り
の
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
い
き
も
の
さ
ま
さ
ま
！
　
わ
た
し
の

く
ら
し
」
。
生
き
も
の
の
恵
み
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
る
こ
と
を
観
察
会
や
展
示
、
ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
て
紹

介
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
８
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
環
境
省
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

■
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
　
■
費
　
用
　
無
料
　

※
野
外
観
察
な
ど
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
事
前
予
約
と
保

　
険
料
（
50
円
程
度
）
が
必
要
　
　

●
問
合
先
　
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
田
72-
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県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計
グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
し

て
、
統
計
を
活
用
し
、
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
「
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
11
月
に
、
ぴ
ゅ
あ
総
合
に
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
あ

な
た
の
作
品
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
小
学
生
以
上
で
、
６
つ
の
部
門

　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。

◆
課
　
題
　
自
由（
小
学
生
４
年
生
以
下
の
児
童
は
、自
ら
観

　
察
ま
た
は
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
。）

◆
規
　
格
　
Ｂ
２
判
（
72
・
8
㎝
×
51
・
5
㎝
　
紙
質
、
色
彩

　
　
　
　
　
は
自
由
、
パ
ネ
ル
仕
上
げ
、
表
面
の
セ
ロ
ハ
ン

　
　
　
　
　
カ
バ
ー
等
の
調
製
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）
。

◆
応
募
方
法
　
県
企
画
部
統
計
調
査
課
へ
郵
送
又
は
持
参

◆
応
募
期
限
　
９
月
７
日
（
月
）

◆
表
　
　
彰
　
部
門
ご
と
に
、
知
事
賞
１
点
以
内
、
教
育
長

　
　
　
　
　 

 

賞
２
点
以
内
、
佳
作
若
干
（
参
加
賞
有
）

◆
そ 

の 

他
・
優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

　
　
　
　
　 

 

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。

◆
問
合
先
　
統
計
調
査
課
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『
第
１４
回
は
ま
な
し
寮
夏
ま
つ
り
』

～
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
～

2
0
0
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 H
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U

「
夏
休
み
陸
上
教
室
」
短
距
離

マスコットキャラクター

ズックちゃん



広
報
富
士
河
口
湖

　
１６

　本年度もシートベルトの着用の徹底を図るため、着用率調査と広報啓発活動、指導取締りを組み合わせた

「シートベルト着用ステップアップ運動」が実施されます。

　運転席・助手席はもちろん後部座席もシートベルトを、小さいお子さんにはチャイルドシート・ジュニアシー

トを着用させましょう。

後部座席シートベルト

3つの危険

後部座席シートベルト

3つの危険

後部座席シートベルト

3つの危険非 着 用

管理課　防災係　℡７２-６０１３

[急な大雨による被害から身を守る]

○前席より死亡率や重傷率が高い
　　衝突時には、天井・前の座席などの車内構造物に激しく叩きつけられてしまいます。（後部座席

　の死亡者の７～８割がこれらに衝突してしまったものです）

　後部座席シートベルトを着用しない時の死亡率は、着用時のおよそ３倍にもなります。

○衝撃を支えられるのは、時速７㎞まで
　　成人男性が手足で支えられる荷重は、およそ時速７㎞での衝突程度しかありません。

　例えば、時速５０㎞の衝突での衝撃は、自分の体重の３０倍にもなります。

　（体重６５㎏の人の場合、衝撃時にはおよそ２ｔにもなり、自分で自分の体重を支えることはできま

　せん。）

○後部座席は、車外に放出されやすい
　　衝突時にドアが開いたり、ガラスが割れたりした場合に

　車外に放出されてしまうことがあります。後部座席の車外

　放出率は、前席の２倍以上となっており、さらに子供は体

　が小さいために、シートの間をすり抜け車外放出する危

　険性がかなり高いものとなっています。

管理課　防災係　℡７２-６０１３

　ここ最近、日本各地でゲリラ雷雨などと呼ばれる局地的な大雨により、急激に増水した河川等に巻

き込まれる事故が発生しています。

　気象庁の発表する注意報や警報を通じて、「ところにより雷」「急な強い雨」といった内容で注意

を呼びかけています。またテレビやラジオによる気象情報の「急に雨が強まることがあります」「雨

の降り方によっては、河川などが急に増水する恐れがあります」といった内容を注意深く確認

しましょう。

　また、空が急に暗くなったり、遠くで雷の音が聞こ

えたりするなど、空の様子にも気をつけ、もし川の側

にいた場合、急に濁ってきたり水かさが増えたりした

ら急激に増水するかもしれないと判断しすぐに避難す

るなど、早めに身を守る行動が大切になります。


